


























































































































父親 99.2% 小中学校 3.1 % 
母親 0.8% 高校 52.3% 
年齢 短大・専門学校 41. 0% 
20-24歳 0.8% 大学・大学院 3.5% 
25-29歳 19.0% 家族形態
30-34歳 45.8% 回答者+配偶者+子供 70.2% 
35-39歳 26.1 % 親+回答者+配偶者+子供 22.0% 
40-44歳 7.9% 回答者+子供 2.8% 
45-49歳 0.4% 親+回答者+子供 2.0% 
職業 そのイ也 3.1 % 
専業農家 16.5% 子供数
第I種兼業農家 1.2% l人 8.6% 
第2種兼業農家 0% 2人 56.0% 
その他の農林漁業 2.4% 3人 31. 5% 
農林業以外の自営業 1.2% 4人 3.1 % 
専門職 21. 2% 5人 0.4% 




その他 11. 2% 
表3-2 保育園票における母親の標本の特性
性別 学歴
父親 0% 小中学校 4.1 % 
母親 100% 高校 56.2% 
年齢 短大・専門学校 37.9% 
20-24歳 1.2% 大学・大学院 1.8% 
25-29歳 22.9% 家族形態
30-34歳 45.2% 回答者+配偶者+子供 65.1 % 
35-39歳 21. 7% 親十回答者+配偶者十子供 24.3% 
40-44歳 8.4% 回答者+子供 3.6% 
45-49歳 0.6% 親十回答者十子供 3.0% 
職業 その他 4.1 % 
専業農家 20.6% 子供数
第l種兼業農家 0.8% l人 11. 2% 
第2種兼業農家 0% 2人 51. 8% 
その他の農林漁業 2.3% 3人 32.9% 
農林業以外の自営業 0.8% 4人 2.9% 
専門職 21.4% 5人 0.6% 
管理職 1.5% 6人 0.6% 
事務職 10.7% 
販売 ・サービス業 22.9% 










間などと親しくしまた実際につきあっている紐帯のすべて (intimateand active ties)であるJ(大











































































































































































































































































































































































実母との距離 同 居 国富町内・隣接市町村 県内 ・県外
居住歴他住経験なし 12.9% 71. 0% 0.0% 
他住経験あり 25.7% 65.7% 0.0% 
他市町村より転入 3.1% 37.8% 53.1% 
居住年数 10 年以内 2.4% 




他市町村より転入 21. 2% 
居住年数 10 年 以内 22.6% 


















70.7% 6.1 % 





















































父 母 父 母 のい の族
の
人 人
学歴高校まで 33.7 19.4 48.0 17.3 38.8 37.8 18.4 11.2 27.6 75.5 32.7 






1也 33.7 21.1 57.9 14.7 32.6 41. 1 14.7 6.3 24.2 73.7 55.8 
居住歴他住経験なし 29.0 16.1 54.8 12.9 38.7 45.2 25.8 6.6 25.8 74.2 35.5 
他住経験有り 41.7 25.0 52.8 11.1 19.4 44.4 13.9 11.1 33.3 80.6 47.2 
他市町村より転入 35.4 18.8 53.1 22.9 43.8 36.5 18.8 10.4 26.0 75.0 31. 3 
居住年数 10 年 以 下 35.720.251.221.440.532.115.511.925.073.832.1
1 1年以上 36.419.555.815.635.148.123.4 7.831.280.540.3 
世帯構成核 家 I長 39.0 21.0 57.1 17.1 37.1 42.9 20.0 11.4 30.5 83.8 36.2 
3 世代家族 32.520.040.022.547.537.526.010.025.065.032.5
?
の 他 17.6 1. 8 64. 7 11. 8 1. 8 29. 4 。o 17.6 52.9 41. 2 
????








父 母 父 母 のい の族
の
人 人
学歴高 校まで 71.0 13.063.010.0 34.040.013.0 5.019.068.0 25.0 
短大・専門学校卒以上 74.614.970.1 6.026.937.314.9 4.516.458.220.9 
そ の
業 27.1 12.9 51.6 19.4 51.0 32.3 29.0 6.5 25.8 80.6 9.7 
f也 64.012.064.0 5.024.042.0 9.0 2.0 15.055.036.0 
職歴農 林
居住歴他住経験なし 71.0 16.1 71. 0 12.9 35.5 38.7 9.7 6.5 16.1 71. 0 19.4 
他住経験有り 67.6 13.5 59.5 o 13.5 43.2 2.7 o 10.8 51.4 32.4 
他市町村より転入 75.013.066.010.036.037.019.0 6.021.066.021.0 
居住年数 10 年 以 下 75.712.864.010.534.932.616.3 7.022.195.122.1 
1 1 年以上 68.815.067.5 6.3 27.545.011.3 2.5 13.863.825.0 
世帯構成核 家 万長 79.8 11.9 67.9 2.8 26.6 42.2 12.8 5.5 17.4 67.0 22.0 
3 世代家族 70.7 19.5 56.1 22.0 48.8 29.3 17.1 4.9 24.4 65.9 22.0 




































寸ぷ£ー. 歴 0.36 0.92 
職 業 2.14" 1. 42 
居住年数 1.01 -0.53 
















































無料化J33.9%， 1子どもの遊び場の整備J32.3%， 1保育料を安くJ21.8%， 1子育て教室・育児講座
の機会の増加J2.3%， 1行政に関する育児情報をもっと詳しく知りたいJ1.9%， 1母親同士の交流を













計結果を示した。 1，2は一般的疲労感， 3， 4， 5は一般的気力の低下， 6， 7はイライラの状
態， 8， 9， 10は育児不安徴候， 11， 12， 13， 14は育児意欲の低下を示す指標である。 15，16， 17は
育児の負担を直接たずねたものであり， 18， 19は後述するが，育児以外の自己実現に関するものであ
る。なお，これらの項目については牧野(1988)の育児不安尺度を参考に筆者が加筆作成した。
ネガティブな項目を見ると， 11 毎日くたくたに疲れるJと感じる群 (1そう感じる+まあそう感

















リーで見ることにした。内訳は，正規職員50人 (20.4%).パート73人 (29.8%). 農業36人 (14.7
%. うち自営業3人).家事・無職86人 (35.1%)である。表4-2にその一覧を示したが，表中の
lから19の番号は表4-1の各項目の番号と共通しており. a ~d はそれぞれの項目の回答で. aは






表4-1 日常生活における育児負担感に関する項目(1) (単位 100%) 
そう まあそう あまり 全くそう
感じる 感じる 感じない 感じない
l毎日 くたくたに疲れる 16.7 50.8 28.5 3.9 
2朝，目覚めがさわやかである 13.6 28.4 42.4 15.6 
3考え事がおっくうでいやになる 11. 7 29.7 38.7 19.9 
4毎日張りつめた緊張感がある 9.1 30.0 38.3 22.5 
5生活の中にゆとりを感じる 9.0 31. 3 40.6 19.1 
6子どもがわずらわしくてイライラしてしまう 3.5 26.8 50.6 19.1 
7自分は子どもをうまく育てていると思う 5.9 34.1 50.6 9.4 
8子どものことでどうしたらよいかわからなくなることがある 19.6 31. 0 36.5 12.5 
9子どもは結構一人で育っていくものだと思う 18.4 42.2 30. 1 9.4 
10子どもをおいて外出するのは心配でしかたがない 37.5 33.2 25.8 3.5 
11自分一人で子どもを育てているという圧迫感を感じる 5.9 19.9 44.9 29.3 
12育児によって自分自身が成長していると感じられる 38.8 39.6 17.3 4.3 
13毎日毎日，同じことの繰り返ししかしていないと思う 21. 1 35.9 30.1 12.9 
14子どもを育てるのに我慢ばかりしていると思う 3.5 22.6 54. 1 19.8 
15家事 ・育児に専念できる生活は幸せで、ある 34.1 31. 7 26.6 7.5 
16育児をもう少し誰かに分担してもらいたい 16.9 27.5 40.4 15.3 
17育児から解放されるときに，自由な生活ができる 24.7 33.3 30.2 11. 8 
18子育て以外に何かやらなければならないと思う 41. 7 41. 3 12. 7 4.4 
19現在，子どもから離れてやりたいことができている 10.2 25.4 40.2 23.8 一
-159一
倉重加代・山下亜紀子
表4-2 日常生活における育児負担感に関する項目 (2) 就業形態別 (単位 100%) 
就業形態 a b C d 2 就業形態 a b C d 2 X X 
正規職員 26.0 68.0 6.0 。 正規職員 4.0 20.0 46.0 30.0 
ノf ト 20.5 47.9 26.0 5.5 ノf ト 5.6 29.2 33.3 31. 9 
l *** 1 B陸壬封 業 8.6 48.6 34.3 8.6 居盛乏担 業 0.0 11. 1 52.8 36.1 
無職家事 12.8 46.5 37.2 3.5 無職・家事 10.5 15.1 50.0 24.4 
正規職員 14.0 24.0 44.0 18.0 正規職員 40.0 38.0 20.0 2.0 




農 業19.4 33.3 33.3 13.9 36.1 36.1 16.7 11. 1 
無職・家事 11. 6 26.7 46.5 15.1 無職・家事 36.5 41. 2 17.6 4.7 
正規職員 12.0 32.0 36.0 20.0 正規職員 22.0 36.0 26.0 16.0 




農 業17.1 22.9 42.9 17.1 19.4 33.3 36.1 11. 1 
無職・家事 7.0 32.6 36.0 24.4 無職・家事 24.4 34.9 26.7 14.0 
正規職員 12.2 46.9 30.6 10.2 正規職員 。 28.0 52.0 20.0 
ノT ト 12.5 34.7 36.1 16.7 ノf ト 4.1 21. 9 46.6 27.4 
4 牢* 14 
農 業 5.7 22.9 48.6 22.9 匡虚当主 業 8.3 19.4 58.3 13.9 
無職・家事 5.9 21. 2 38.8 34.1 無職・家事 3.5 23.3 57.0 16.3 
正規職員 4.1 32. 7 46.9 16.3 正規職員 18.4 26.5 38.8 16.3 
ノf 12.3 27.4 41. 1 19.2 ノf ト 31.9 31. 9 29.2 6.9 
5 15 ** 農 業 5.6 27.8 41. 7 25.0 農 業 39.4 21. 2 27.3 12.1 
無職・家事 9.3 39.5 33.7 17.4 無職・家事 44.2 36.0 17.4 2.3 
正規職員 2.0 38.0 50.0 10.0 正規職員 24.0 18.0 42.0 16.0 
ノT ト 6.8 21. 9 52. 1 19.2 ノf ト 21.9 24.7 35.6 17.8 
6 牢 16 
農 業 5.6 13.9 47.2 33.3 農 業 14.3 20.0 54.3 11. 4 
無職・家事 1.2 32.6 50.0 16.3 無職・家事 10.6 37.6 35.3 16.5 
正規職員 6.0 30.0 60.0 4.0 正規職員 24.0 32.0 32.0 12.0 




E陸釘壬 業2.9 40.0 40.0 17.1 22.9 37.1 31. 4 8.6 
無職・家事 5.8 33.7 48.8 11. 6 無職・家事 25.9 29.4 31. 8 12.9 
正規職員 16.0 26.0 42.0 14.0 正規職員 50.0 36.0 10.0 4.0 




農 業22.9 28.6 37.1 11. 4 40.0 42.9 11. 4 5.7 
無職・家事 24.4 30.2 30.2 15.1 無職-家事 32.9 45.9 15.3 5.9 
正規職員 14.0 50.0 26.0 10.0 正規職員 16.0 18.0 44.0 22.0 




19.4 36.1 36.1 8.3 E陸壬封 業 2.8 38.9 41. 7 13.9 
無職・家事 14.0 38.4 36.0 11. 6 無職・家事 0.0 25.6 41. 9 32.6 
正規職員 24.0 48.0 26.0 2.0 




19.4 41. 7 38.9 0.0 
無職家事 48.2 29.4 18.8 3.5 








































表4-3 日常生活における育児負担感に関する項目 (3)一自己実現の実感別 (単位 100%) 
やりたいこと やりたいこと
ができている a b C d x2 ができている a b C d 2 X 
と感じるか と感じるか
そう感じる 30.8 46.2 15.4 7.7 そう感じる 23.1 53.8 19.2 3.8 
まあ感じる 10.9 45.3 40.6 3.1 まあ感じる 34.4 28.1 35.9 1.6 
10 * あまり感じない 15.5 55.3 26.2 2.9 あまり感じない 35.0 38.8 22.3 3.9 
全く感じない 19.7 50.8 24.6 4.9 全く感じない 50.8 19.7 24.6 4.9 
そう感じる 11. 5 30.8 38.5 19.2 そう感じる 0.0 26.9 34.6 38.5 
まあ感じる 23.1 38.5 27.7 10.8 まあ感じる 4.6 15.4 40.0 40.0 
2 ** 1 牢*あまり感じない 6.8 30.1 47.6 15.5 あまり感じない 5.9 15.7 58.8 19.6 
全く感じない 14.8 13.1 52.5 19.7 全く感じない 9.8 29.5 31. 1 29.5 
そう感じる 11. 5 30.8 42.3 15.4 そう感じる 65.4 23.1 11. 5 0.0 
まあ感じる 4.7 20.3 46.9 28.1 まあ感じる 44.6 38.5 13.8 3.1 
3 12 * あまり感じない 12.6 33.0 39.8 14.6 あまり感じない 29.1 50.5 16.5 3.9 
全く感じない 16.4 34.4 27.9 21. 3 全く感じない 38.3 30.0 25.0 6.7 
そう感じる 19.2 30.8 34.6 15.4 そう感じる 19.2 42.3 30.8 7.7 
まあ感じる 7.9 19.0 44.4 28.6 まあ感じる 12.3 38.5 29.2 20.0 
4 牢 13 
あまり感じない 8.8 31. 4 44.1 15.7 あまり感じない 18.4 38.8 34.0 8.7 
全く感じない 6.7 38.3 23.3 31. 7 全く感じない 35.0 25.0 25.0 15.0 
そう感じる 19.2 34.6 30.8 15.4 そう感じる 3.8 23.1 50.0 23.1 
まあ感じる 10.8 46.2 33.8 9.2 まあ感じる 1.5 20.0 50.8 27.7 
5 牢** 14 * あまり感じない 5.9 23.5 52.9 17.6 あまり感じない 1.9 19.4 67.0 11. 7 
全く感じない 8.2 26.2 32.8 32.8 全く感じない 6.6 31. 1 37.7 24.6 
そう感じる 0.0 30.8 57.7 11. 5 そう感じる 30.8 34.6 23.1 11. 5 
まあ感じる 1.5 20.0 53.8 24.6 まあ感じる 37.5 32.8 25.0 4.7 
6 * 15 あまり感じない 3.9 27.2 57.3 11. 7 あまり感じない 32. 7 33.7 27.7 5.9 
全く感じない 4.9 32.8 34.4 27.9 全く感じない 33.9 27.1 28.8 10.2 
そう感じる 0.0 42.3 57.7 0.0 そう感じる 19.2 19.2 46.2 15.4 
まあ感じる 4.6 47.7 43.1 4.6 まあ感じる 12.5 21. 9 51. 6 14.1 
7 *** 16 *** あまり感じない 4.9 29.1 59.2 6.8 あまり感じない 11. 7 34.0 44.7 9.7 
全く感じない 11. 7 25.0 41. 7 21. 7 全く感じない 30.0 26.7 18.3 25.0 
そう感じる 7.7 38.5 46.2 7.7 そう感じる 30.8 26.9 26.9 15.4 
まあ感じる 15.6 31. 3 39.1 14.1 まあ感じる 25.4 46.0 20.6 7.9 
8 * 17 あまり感じない 16.5 32.0 42. 7 8.7 あまり感じない 19.4 32.0 35.9 12.6 
全く感じない 32.8 26.2 19.7 19.7 全く感じない 29.5 26.2 32.8 11. 5 
そう感じる 26.9 34.6 26.9 11. 5 そう感じる 13.3 24.8 32.4 28.6 
まあ感じる 10.8 50.8 29.2 9.2 まあ感じる 4.8 26.9 50.0 18.3 
9 18 
あまり感じない 24.3 40.8 25.2 9.7 あまり感じない 15.6 21. 9 34.4 28.1 
全く感じない 13.1 37.7 41. 0 8.2 全く感じない 9.1 27.3 45.5 18.2 




ない者と比較して， 1の一般的疲労感の項目では「そう感じる」の割合が高く現れたが， 4や5，12 
といったポジテイブな項目について肯定的な回答が多く， 6や8，10， 11などネガテイブな項目で否
定的な回答が多く見られる。一方，子どもから離れてやりたいことができていると「全く感じない」













びa~d は，表4-2 ， 4-3と同じものを示す)。すると， 2において「愛着あり」では感じる群が
表4-4 日常生活における育児負担感に関する項目 (4)一地域への愛着の有無別 (単位 100%) 
地域への愛着 a b c d 2 地域への愛着 a b C d x' X 
l 
愛着あり 16.4 51. 6 27.7 4.2 
1 
愛着あり 4.7 17.3 45.3 32.7 
愛 着 なし 13.2 50.0 34.2 2.6 愛着なし 10.8 37.8 37.8 13.5 
牢牢*
2 
愛 着あり 15.4 31. 8 41.1 11. 7 
*** 12 
愛着あり 43.4 38.7 14.6 3.3 
愛着 なし 5.3 13.2 50.0 31. 6 愛 着 なし 15.8 44.7 28.9 10.5 
牢*牢
3 
愛 着 あり 10.3 26.3 42.3 21. 1 
** 13 
愛着あり 18.2 35.5 31. 8 14.5 1* 
愛着なし 18.4 47.4 18.4 15.8 愛着なし 37.8 32.4 24.3 5.4 
4 
愛着あり 9.5 27.5 37.4 25.6 
14 
愛着あり 1.9 22.9 52.8 22.4 
愛着なし 8.1 37.8 45.9 8.1 愛着なし 13.2 21. 1 57.9 7.9 *** 
5 
愛 着 あり 9.4 34.3 39.9 16.4 牢 15 愛着あり 34.4 31. 6 26.8 7.2 
愛 着 なし 7.9 15.8 42.1 34.2 愛 着 なし 34.2 31. 6 26.3 7.9 
6 
愛着 あり 1.9 26.6 50.9 20.6 
** 16 
愛 着 あり 15.1 27.8 42.0 15.1 
愛 着 なし 13.2 28.9 44.7 13.2 愛 着 なし 26.3 28.9 26.3 18.4 
7 
愛着あり 7.1 37.3 46.7 9.0 
** 17 
愛着あり 23.6 34.4 31. 6 10.4 
愛着なし 0.0 15.8 71. 1 13.2 愛着なし 34.2 31. 6 15.8 18.4 
8 
愛 着 あり 19.0 30.8 35.8 14.2 
18 
愛 着 あり 43.5 39.7 13.4 3.3 
愛 着 なし 26.3 31. 6 39.5 2.6 愛 着 なし 34.2 50.0 5.3 10.5 
9 
愛着 あり 17.8 42.3 30.0 9.9 
19 
愛着 あり 11. 3 28.8 36.8 23.1 
愛着 なし 21. 1 36.8 34.2 7.9 愛 着 なし 2.6 7.9 60.5 28.9 ** 
10 
愛着 あり 37.6 33.3 25.4 3.8 
一一一一一一一一一一愛着なし 39.5 31. 6 26.3 2.6 


























っている。また， I子どもを生み育てるのは社会に対するつとめであるjと感じる者も 4分の lにとど
まっている。一方で， I家庭が楽しくなる」や「子どもがいることで地域が明るくなる」と感じる者は
表4-5 子ども観に関する項目 (単位 100%) 
そう まあそう あまり 全くそう
感じる 感じる 感じない 感じない
子どもは我が家の跡取りである 9.4 14.8 37.5 38.3 
子どもは自分たちの老後を見てくれる存在である 3.1 16.0 47.3 33.6 
子どもがいることで家庭生活はより楽しくなる 79.4 16.7 3.5 0.0 
子どもを産み育てるのは社会に対するつとめである 11. 5 14.2 36.8 37.5 
子どもがいることで地域が明るくなる 62.0 31. 4 5.5 1.2 
子どもがいなければ家族といえないと思う 14.0 15.6 29.2 41. 2 
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